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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和５年度第３回谷浜・桑取区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

 【協議事項】 

  ・「地域活性化の方向性」の実現に向けた今後の進め方について（公開） 

３ 開催日時 

令和５年８月２日（水）午後６時３０分から午後８時１０分 

４ 開催場所 

上越市立谷浜・桑取地区公民館 大会議室 

５ 傍聴人の数 

０人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委 員： 坪田 剛（会長）、齊藤德夫、佐藤峰生、田村 隆、荷屋和夫、 

平野コトミ、水嶌豊秋、横田正美（欠席者４名） 

・事務局： 北部まちづくりセンター：佐藤所長、近藤副所長、小川係長、丸山主任 

８ 発言の内容 

【近藤副所長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

【坪田会長】 

 ・挨拶 

 ・会議録の確認：佐藤峰生委員に依頼 

議題【協議事項】「地域活性化の方向性」の実現に向けた今後の進め方について、事務

局へ説明を求める。 

【丸山主任】 
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第２回の地域協議会で、設置することとした部会について、欠席の委員もいたことか

ら、改めて委員間で情報の共有を図ることと、前回の地域協議会での意見を踏まえて、

円滑に部会運営を行うためのルール案を作成したので事務局から提案をさせていただく。

また、今年度末までの日程を意識しながら、設置した各部会において、どのように検討、

議論を進めていけばよいかについても、委員間の皆さんの意識合わせを行っていきたい

と思う。なお、資料の説明と、委員間の協議、質問は、資料目次中の大項目ごとに順を

追って行う。その後、部会別の協議を行い、検討テーマの整理を行っていきたいと思う。 

・資料№１「１．前回協議事項の整理」に基づき説明 

【坪田会長】 

前回の地域協議会は、欠席者も多いなかで、部会の設置、部会の構成員等を決めた。

各部会の構成員について、前回の欠席者を中心に希望を確認したいと思う。 

意見等を求めるがなし。 

各部会の構成員はそのままで、今異議がないことを確認させていただいた。 

【丸山主任】 

・資料№１「２．部会のルールについて」に基づき説明 

部会を単独で開催する場合、原則１５日前までというのが縛りにあたる部分かと思う

が、それ以外については明文化しただけで、基本的な会議のあり方としては一般的なも

のかと思っている。こちらの事務局追加案について、委員の皆様からご協議いただきた

いと思う。 

【坪田会長】 

事務局追加案、部会のルールについて、質問、意見等を求めるがなし。 

異議がないということなので、このまま進めさせていただく。 

続いて、今後の進め方について、事務局へ説明を求める。 

【丸山主任】 

資料№１「３．今後の進め方について（例）」に基づき説明 

第４期の委員の皆様の任期が、令和６年４月２８日までということで、もう１年を切

っている。これからどういった形で運営していくかということで、１枚まとめさせてい

ただいた。４月２９日からは第５期の委員に引き継ぐので、また何か集まり等があれば、

お願いすることもあるかと思う。今年度の動きとしては、このような形で例として示さ

せていただいた。こちらについて、委員の皆様はどのように感じられるか、このスケジ
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ュールについて、委員の皆様でご協議いただきたい。 

【坪田会長】 

今後の進め方について、質問、意見等を求めるがなし。 

異議なしということで進める。 

続いて、検討テーマの整理について、事務局へ説明を求める。 

【丸山主任】 

資料№１「４．検討テーマの整理（部会別協議）」「ワークシート（記載例１、２、フ

ォーマット）」に基づき説明 

本日この後の部会別協議においては、現状、構成要素における狙い、関係団体、具体

的な取組検討事項の順番で、部会ごとにご協議いただき、それぞれ埋める作業をまず行

っていただきたい。それに向けて、各委員の皆様で協議、質疑等あれば、この時点で一

旦お願いしたい。 

【坪田会長】 

この後の部会別協議に向けて、テーマの整理、ワークシート、記載例に関する事務局

からの説明に対して、質問等を求めるがなし。 

これから各部会に分かれてもらうが、そのなかで忌憚のない意見、わからないことは、

遠慮しないで聞きながら進めていただきたい。それでは、部会長を中心に進めさせてい

ただく。 

－ 部会別協議 － 

【坪田会長】 

各部会から協議内容を報告していただき、自主的審議事項として取り上げるかの採決

を行う。まず、各部会で話し合った内容の報告をしていただきたい。地域活き活き部会

へ報告を求める。 

【水嶌委員】 

①の伝統行事、史跡、文化の継承については、構成内容はここに書かれているような

内容だが、これについて、すべて現状を見ると、参加者の高齢化で、なかなか一町内で

の活動は無理になってきている。構成要素における狙いとなると、そのようになった場

合は、他から参加型交流人口を増やして、なんとか行事をできるものは、やっていけば

いいのではないかという感じである。関係団体というと、こういう行事にすべて絡んで

いる、かみえちご山里ファン倶楽部や西横山などの行事を行っている町内会に、一度現
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状と今後の見通しについてお話を聞ければというところまで今検討した。 

【坪田会長】 

今ほど、地域活き活き部会長から報告があった。質問等を求めるがなし。 

魅力活用部会長へ報告を求める。 

【佐藤峰生委員】 

私たちの部会では、記載例にある、来訪者アンケートの実施をたたき台にして、具体

的に実施していこうということにさせてもらった。現状、来訪者の意見を聞く仕組みが

ないという状態なので、その仕組みを作る。関係団体としては、管理組合の皆さんと協

議をして、たにはま公園を訪問する人たちにアンケートをとって、どういう人たちが訪

問しているか、或いは、訪問している人たちが、谷浜・桑取地区のこのガイドマップに

載っているような場所について、どれぐらいの認識や関心を持っておられるかというよ

うな内容を聞いてみたい。８月２０日以降に、公園の草刈りが予定されているというこ

となので、その場に私と会長が行き、そこで今のアンケートの実施について、組合長等

を含めた参加している人たちと協議をして、実施の方向に持っていきたい。年内中にア

ンケート案を作って実施をできるか。できないとしても、アンケート案を作って、実施

をどうするかの協議ができる段階までしたいと思っている。 

ワークシートは作れなかったが、旧加賀街道の散策についても、今日は金森副会長は

欠席だが、五ヶ浦振興協議会の会長をされているので、９月の会合のときに、その話を

出させてもらい、五ヶ浦振興協議会の議題ということで、各町内の皆さんから検討して

いただいて、各町内で今年度中にできること、どんな小さなことでもいい、看板をつけ

るでもいいし、道の整備をするでもいい。そういった、できることを決めていただいて、

それを年内中に実施すれば一番いいし、できなければ、来年の取組という形にする。要

は、一歩前に進むというか、そういう形にしたい。 

それで、アンケートをとるときに、ガイドマップが新しくなったので、公園を訪れて

いる人たちに配って、この内容についての質問も含めてさせてもらう。この「たにはま・

くわどりの里ガイドマップ」の活用、という項目も一緒に取り組むということになる。 

子どもたちの体験活動の継続、という項目も挙げさせてもらった。これは改めて取り

組まなくても、年間行事の予定として、常に実施されることになるので、来年以降、こ

の活動を地域の活性化のために、どのように進めていくかという形のテーマにしていき

たい。 
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【坪田会長】 

今ほど佐藤峰生部会長から報告があった。質問等を求めるがなし。 

今各部会で取り上げた検討テーマ。それを、谷浜・桑取区地域協議会における自主的

審議事項として取り上げるかどうかということで、皆さんの採決をとる。賛成の方は挙

手をお願いしたい。 

（全員挙手） 

賛成多数ということで、各項目を自主的審議事項として取り上げる。 

今後の協議の進め方について、事務局へ説明を求める。 

【丸山主任】 

それぞれの検討テーマを自主的審議事項に位置付けて、協議検討を進めていただく。

今後は、部会別協議において話し合われた内容に添って、地域活性化の方向性の実現に

向けて、各部会で活動を行っていただきたい。なお部会の招集、関係団体、市関係機関

の出席要請等が今後必要になる場合は、地域協議会の会長名で行うので、事務局へご一

報いただきたい。 

【佐藤峰生委員】 

先ほど申し上げたが、関係団体と個別に折衝をするが、議事録等を残す必要があるか。 

【丸山主任】 

議事録に残すのは、こういった会議形式でやる場合で、かつ事務局も一緒にやるよう

な場合、議事録を残しながら活動していただくようになる。先ほどのように、佐藤峰生

委員と会長が、団体の活動に顔を出して、話を個別で行うということであれば、それは

特段、議事録等の作成は不要かと思う。その場合、議事録を残すというところが、費用

弁償等のお支払いの条件にもなっているので、委員のみの活動の場合は、そういったお

支払いがないというところもご承知おきいただきたい。 

【坪田会長】 

次に、４その他。次の地域協議会について、事務局何かあるか。 

【丸山主任】 

次回の協議会については、９月の上旬以降を考えている。この会議室は、９月１５日

まで夜の時間帯はいつでも空いているということである。本日ご参加の皆さんのご都合

の良い日を、候補日にさせていただきたい。会長から調整をお願いしたい。 

【坪田会長】 
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今から日程を入れれば、皆さん都合をつけてくれると信じて決めたい。今日も１名あ

ったが、無届け欠席だけはご容赦いただきたい。誰しも用事、用件があるので、必ず届

け出て欠席をお願いしたい。 

【坪田会長】 

次の協議会は、９月７日の木曜日、１８時３０分からとする。決して無届け欠席のな

いように、用事のある方は遠慮なく届け出てほしい。どんどん楽しくなってきたみたい

なので、皆さん出てくると思う。 

【丸山主任】 

各部会での会議については８月中は行わず、次回９月７日に、今回の協議の続きから

行うということで、事務局でも準備を進めていきたいと思う。次回は９月７日に行うと

いうことを、本日欠席の皆様も含めて、皆さんに改めて文書でご案内させていただく。 

【坪田会長】 

 ・会議の閉会を宣言 

９ 問合せ先 

総合政策部 地域政策課 北部まちづくりセンター 

TEL：025-531-1337 

E-mail：hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 
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